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津和野都市計画整備、開発及び保全の方針の決定 

（島 根 県 決 定） 

 

都市計画整備、開発及び保全の方針を次のように決定する。 

 

１．都市計画の目標 

 

津和野都市計画区域は、島根県の最西 

端の中山間部に位置し、西から南にかけ 

て山口県に接する、面積約１１㎢、人口 

約３，２００人の都市計画区域である。 

本区域は高津川の支流である津和野川 

が市街地の中心部を流れ、恵まれた自然 

と城下町としての街並みは「山陰の小京 

都」として全国的にも知られており、観 

光業が主要な産業のひとつとなっている。 

しかし、近年は人口の減少、高齢化、 

産業の衰退等過疎化が進行しており、市 

街地の活性化、定住人口の拡大への対策 

が急務となっている。 

 

１）都市づくりの基本理念 

 

津和野町は、島根県の西の玄関口として、古くから政治・経済・文化の中心として栄えて

おり、数々の史跡・名称・文化財を有している。また「安野光雅美術館」「津和野現代フォ

トギャラリー」「津和野温泉なごみの里」など新たな観光施設の整備が進められており、歴

史・文化の交流拠点として機能強化が図られている。 

本町が有する豊かな自然環境や歴史的・文化的資源を保全・活用することで、交流人口の

拡大を図るとともに、人と環境にやさしいまちづくりを進めていく必要がある。 

これらを踏まえて、本区域の都市づくりの基本理念を次のように定める。 

 

○津和野の歴史・伝統・文化を活かした交流のまちづくり 

津和野が誇る恵まれた歴史・伝統・文化資源を活用し、来訪者と地域住民の交流で賑わ

う活力あるまちづくりを進める。 

 

○優れた自然環境の保全・活用を目指したまちづくり 

本区域を取り囲む樹林地、優良農地、津和野川沿いの水と緑の空間など、優れた自然環

境の保全に努めるとともに、身近な緑地空間を活用し、都市機能と自然環境の調和のとれ

たまちづくりを進める。 

 

○安全で快適な居住環境整備による定住促進のためのまちづくり 

歩行者や自転車を優先した生活道路や下水道などの生活関連施設の整備を図るととも

に、医療・教育などの機能を強化し、高齢化社会への対応と定住促進のためのまちづくり

を進める。
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２）地域毎の市街地像 

地 域 将来の市街地像 

橋北地区 

本地区は、ＪＲ津和野駅を起点に、観光関連の商業施設や公共施設、

住居等都市機能など本町の中心を担ってきた地区である。今後も観光

の拠点として歴史的・文化的資源の保全・活用を図るとともに、人と

環境にやさしい空間として都市機能の充実と街並みの一体的整備を

図る。 

橋南地区 

本地区は、本町の教育機関が集積するなど、良好な居住環境を有し

ている。橋北から連続する観光資源の活用を図るとともに、道路や駐

車場などの整備を進め、良好な住環境の維持・保全を図る。 

中座・門林地区 
本区域唯一の優良農地として保全を図り、居住環境と調和した快適

な田園居住地域としての環境整備を図る。 

大陰地区 

道の駅「津和野温泉なごみの里」を核として、周辺部にこれに連携

する機能誘導を図り、本町中心部への南の玄関口として、交流拠点機

能の向上を目指す。 

 

 

 

２．区域区分の決定の有無 

 

 １）区域区分の決定の有無 

  本都市計画は区域区分を定めない。 

なお、区域区分を定めないと判断した根拠は以下のとおりである。 

 

本区域において「市街化圧力」、「不良街区の形成防止」、「良好な市街地形成」、「産業基盤

の確保」、「都市基盤施設整備」、「区域区分に関連した要望と地域が望むまち」、「用途地域が

定まっていない区域の土地利用」、「営農条件の確保」、「緑地の確保」のそれぞれの観点から

区域区分の必要性について検証・評価を行った。 

その結果、本区域において、無秩序な市街地の拡大の可能性は低く、区域区分を定めなく

ても自然的環境の整備又は保全への配慮を行いながら、良好な市街地の形成を図っていくこ

とは可能であると判断する。 

 

従って、本都市計画に区域区分を定めないとした。 
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３．主要な都市計画の決定の方針 

１）土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

  現在、本区域は都市計画用途地域を指定していないため、現状の土地利用状況を踏まえ、

都市及び自然環境、また歴史的・文化的景観に配慮しながら、将来における土地利用の方

針について以下のとおり定める。 

地区名等 方  針 

橋北地区 

住宅や観光関連の商業施設、公共施設など混在しているた

め、土地利用の純化を図り、環境の維持・改善及び都市基盤の

整備を促進し、住宅地として配置する。また歴史的文化施設や

街並みが形成されている地区については、その景観の維持・保

全を図る。 

橋南地区 

町内の教育機関が集中していること。また比較的良好な低中

層の住宅地が形成されていることから、環境の維持・改善及び

都市基盤の整備を促進し、住宅地として配置する。東側斜面に

広がる棚田群は、地区固有の景観を構成しており、開発行為等

の抑制を基本に積極的な保全を図る。 

中座・門林地区 

本地区は区域内唯一の貴重な優良農地が分布しており、地区

固有の田園風景を構成していることから、優良農地として積極

的な保全を図る。 

大陰地区 

本地区は津和野町の中心部への南の玄関口として機能強化

を図る。また道の駅「津和野温泉なごみの里」と連携する機能

の導入し、新たな交流拠点の形成を図る。 

災害防止の観点から 

市街化の抑制を図る 

地区 

建築基準法第３９条（災害防止区域）、地すべり等防止法第

３条（地すべり防止区域）、急傾斜地の崩壊による災害の防止

に関する法律第３条（急傾斜地崩壊危険区域）、土砂災害警戒

区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第６条

（土砂災害警戒区域）、第８条（土砂災害特別警戒区域）に指

定される地区については、原則的に市街化の抑制を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 4

２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 交通施設 

a 基本方針 

ア 交通体系の整備の方針 

本区域の交通体系は、市街地の西部を主要幹線道路である国道９号が南北に縦貫

し、これにリンクして主要地方道萩津和野線、津和野田万川線、一般県道柿木津和

野停車場線が各方面へ連絡している。また鉄道網については、益田市と山口市を結

ぶＪＲ山口線が配置されている。 

現在、国道９号線から中心市街地に流入する車両の迂回路線として、一般県道柿

木津和野停車場線バイパスの整備が進められており、今後は、「人と環境にやさし

いまちづくり」の実現に向けて、次の基本方針のもと交通体系の整備を進めていく

ものとする。 

 

○地域間道路網の強化 

周辺市町村との連携強化と市街地通過車両の軽減を図るため、主要地方道「萩

津和野線」、一般県道「柿木津和野停車場線バイパス」の整備を進める。 

 

○市街地内幹線道路網の確立 

主要な観光資源が集中立地する橋北地区における歩行環境や自動車走行環境

の向上に配慮するため、駅前南線、津和野停車場中座線をコミュニティー道路と

して整備を進める。また「津和野駅」及び「道の駅」周辺における駐車場、交通

広場の整備を進め、パークアンドランドシステムの導入により、中心部における

移動性を確保する。 

 

○優れた歴史的資源と調和した質の高い道路景観の形成 

津和野町の玄関であるＪＲ津和野駅前の整備を進めるとともに、津和野の町並

みにあった景観を形成する。 

 

○公共交通の整備 

高齢化社会への対応、及び中心市街地へ自動車流入の抑制を図るため、交通規

制の導入、ＪＲ津和野駅を起点とした鉄道・循環バス等の運行確保、利用促進、

利便性の向上を図る。 

 

b 主要な施設の配置の方針 

ア 道路 

種 別 配置の方針 

幹線道路 

都市内幹線道路網を確立する路線 

○主萩津和野線、○一柿木津和野停車場線バイパスを配置する。 

市街地内幹線道路網の確立する路線 

○都津和野停車場中座線、○都森村後田線、○都駅前南線を配置する。
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イ 鉄道 

種別 配置の方針 

ＪＲ山口線 
現在、運行されているＪＲ山口線を主要な公共交通機関と位置

づけ、区域内及び広域的な地域連携を促進するために配置する。

 

ウ その他 

種別 配置の方針 

交通結節点 
ＪＲ津和野駅及び道の駅周辺を自動車・公共交通の結節点とし

て配置し、整備を図る。 

駐車場・交通広場 
循環バスとパークアンドライドの利用促進のため、ＪＲ津和野

駅及び道の駅周辺に駐車場を配置し、整備を進める。 

 

 

c 主要な施設の整備目標 

概ね 10 年以内に整備又は着手することを予定している主要な施設は次のとおり。 

路線名等 
主要な施設 

幹線道路 

○一柿木津和野停車場線バイパス 

○都津和野停車場中座線 

○都駅前南線 
道 路 

○都森村後田線 
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② 下水道及び河川 

a 基本方針 

ア 下水道及び河川の整備方針 

ⅰ 下水道 

下水道は、公衆衛生の保持、浸水の防止、生活様式の改善等の生活環境の向上や

公共用水域の水質保全を図る上で重要な役割を担っている。 

下水道の整備手法については、地域の特性に応じた効率的かつ適正な整備手法を

選択していくものとし、基本的には市街地内では公共下水道により、また市街地郊

外部の既存集落では、農業集落排水等の集合処理や合併処理浄化槽による個別処理

により、全域の下水道整備を早期に図るものとする。 

 

ⅱ 河川 

本区域に流れる津和野川は高津川水系の水源地帯に当たる。津和野川においては、

周辺の伝統的景観の継承と、新たな魅力の創出を目指して計画された「津和野川ふ

るさとの川整備計画」に基づき整備が進められており、今後もその整備を推進する。 

津和野川に流入する支川については、浸水排除を目的に、公共下水道や河川の整

備と調整を図りながら整備を進める。 

また、橋北地区において縦横に流れる水路については、津和野町の都市景観を特

徴づける重要な要素であり、観光資源、景観資源としての保全と活用を前提に、雨

水排水機能や道路空間との調整などに留意した維持・改良に努める。 

 

イ 整備水準の目標 

都市施設 整備水準の目標 

下水道 

津和野町の平成１２年度末現在の下水道普及率（処理人口／行

政人口）は７％であり、平成２２年度末の下水道普及率を約７

４％とする。 

河 川 

津和野川については、ふるさとの川整備計画に基づく環境整備

と併せて、所定の規模の降雨による洪水に対処することを目標と

して整備を進める。支川については、地域の実情に応じた治水安

全度を確保することを目標として整備を進める。 

 

ｂ 主要な施設の整備目標 

 概ね１０年以内に整備又は着手することを予定している主要な施設は次のとおり。  

都市施設 整備水準の目標 

下水道 
整備水準の目標に揚げた下水道普及率を達成するため、公共下

水道や農業集落排水等の整備を促進する。 

 

③ その他の都市施設 

a 基本方針 

地域住民が健康で文化的な生活を営む上で欠くことのできない供給処理施設、教

育文化施設、医療施設、社会福祉施設、その他の都市施設については、既存施設の

有効活用を努めるほか、設備の近代化を進める。 
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３）自然的環境の整備又は保全に関する都市計画の決定の方針 

a 基本方針 

   ア 自然的環境の特徴と現状、整備又は保全の必要性 

本区域は、津和野を代表する白壁と格子窓の残る武家屋敷跡や色とりどりの鯉が群

がる掘割など歴史的・文化的景観を有している。また津和野城山公園周辺や青野山か

ら連なる樹林地と津和野川沿い緑地空間が市街地を取り巻く緑の軸となって、豊かな

郷土景観を構成しており、本町は本区域を環境保全地区に指定し、その保全に努めて

いる。 

近年、都市内の緑や自然環境に対する住民意識が高まりつつあり、自然とふれあえ

る空間、人と人が交流できる空間の創出が求められている。中心部の市街地において

は、オープンスペースが不足していることから、観光客に潤いを与える緑地空間の確

保を進めることによって、良好な都市環境の形成を図る必要がある。 

本区域の恵まれた自然と文化・伝統を活かし、さらに快適な魅力のあるまちづくり

に資することを目的に、生活環境の保全、レクリエーションの場の確保、安全性の向

上、美しい緑あふれる町並みの保全という４つの観点から公園緑地等の系統的配置を

定めるものである。 

 

イ 緑地の確保水準 

ⅰ 都市公園等の施設として整備すべき目標水準 

年  次 
現   況 

（平成１２年）

目標年次 

（平成３２年）

目標水準 約１８５ ㎡／人  約２１０ ㎡／人 

 

b 主要な緑地の配置の方針 

    本区域においては、現況の豊かな緑と水の保全を図り、防災に考慮し、併せて文化性、

歴史性を織り込んだ落ち着いた街づくりを進めるため、以下の方針により、緑とオープ

ンスペースの整備、保全を行うものとする。 

配置計画 概要 

緑の少ない中心市街地内で街区公園、近隣公園、地区公園等
の住区基幹公園を整備し、都市環境の改善を図る。 

社寺境内地、観光施設の緑地は地域住民や観光客に潤いを与
える緑地空間として、保全を図る。 

環境保全系統 

動植物等の生態系の維持されている樹林地の保全・整備を図
る。 

レクリエーション 

系統 

津和野川沿いの緑地空間は、地域住民や観光客に潤いを与え
る貴重な緑地空間であり、整備促進とその活用を図る。 

土砂流出や、地すべりの恐れのある市街地周辺部の緑地の保
全を図る。 

防災系統 
地震時、火災時の広域避難地として、津和野川沿いの緑地空

間の活用を図る。 

景観構成系統 
市街地を貫流し、水と緑の景観軸を形成している津和野川沿

いの緑地空間の保全を図る。 
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c 実現のための具体の都市計画制度の方針 

    中心市街地のコミュニティー道路整備と併せ、公園、緑地、広場、歩行者専用道路、

自転車道等を都市施設として一体的に整備する。 

    住区基幹公園、都市基幹公園、特殊公園、大規模公園、緩衝緑地等は都市計画公園と

して積極的に整備に努める。 

    良好な樹林地と水辺地が一体となって、特に良好な住環境を形成している区域につい

ては、風致地区や緑地保全地区の指定を図るなど保全、整備に努める。 
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■都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主要地方道萩津和野線
９

９ 

橋北地区 
観光の拠点として歴史的・文化的

資源の保全・活用を図るとともに、

人と環境にやさしい空間として都

市機能の充実と街並みの一体的整

備を図ります。 

橋南地区 
橋北から連続する観光資源の活

用を図るとともに、道路や駐車場

などの整備を進め、良好な住環境

の維持・保全を図ります。 

県道柿木津和野停車場線バイパス 

国道９号 

中座・門林地区 
優良農地としての保全を図り、居住環

境と調和した快適な田園居住地域として
の環境整備を図ります。 

大陰地区 
道の駅「津和野温泉なごみの里」を核とし

て、周辺部にこれに連携する機能誘導を図り、
本町中心部への南の玄関口として、交流拠点
機能の向上を目指します。 

津
和

野
駅

 

津和野川 

ＪＲ山口線 

県道柿木津和野線 

・市街地内幹線道路網の確立 
・歴史的資源と調和した質の高い

道路景観の形成 

至 小郡 


